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i海防~ンブ
換法大会

可

で
十
閤
分
間

カミ

勝

東
葛
飾
郡
大
会
で
は
一
一
一
分
間

穏
に
十
七
分
間
、
向
日
制
制
御
ゅ
の
材
部

氏
一
問
問
分
間
あ
り
ま
し
に
。

一
切
一
分
図
、
郡
大
会
で
後
綴

綴
務
総
務
城
制
時
間
ポ
ン
プ
慌
時
時
間

大
会
は
す
…
口
付
十
一
日
韓
時
ヶ
谷

市
中
学
納
税
校
総
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
に
。
僻
州
大
会
に
は
、
関
宿
、

淡
点
、
時
滞
ケ
校
、
別
問
筒
、
尚
北
孫

子
の
五
町
の
代
淡
〈
各
附
刊
と
も

可
級
三
、
商
品
開
街
中
一
…
〉
M
F
然
ま

り
、
可
殺
の
務
官
、
は
が
…
品
川
問
問

〈
拙
市
山
崎
)
け
か
且
棋
宵
同
点
争
捕
悦
悦
附
し

て
後
組
側
し
ま
し
た
。
特
科
係
予
約

は
と
の
掛
値
目
時
広
三
年
連
総
し
て

附
離
脱
抑
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
山
一

持
棋
は
十
一
分
岡
山
〈
中
緑
色
)
、

z
一
校
は
紺
山
山
川
町
で
し
た
，

自
動
車
の
郊
で
は
一
銭
招
前
期
間

町
二
枚
、
史
的
悦
脇
陣
山
科
脚
時
で
し
た

款
の
火
災
予
時
間
幾
齢
制

調
幽
時
間
は
じ
ま
る

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
日
…

均
一
一
川
口
ま
で
の
一
週
間
、
余
波

.. . 
ーな?せ鷲:'f:I'

銭
円
持
款
の
火
災
予
防
波
制
酬
が
く

ち
び
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
拙
問
時
附
帥
闘
の
拙
梯

力
者
得
て
強
力
に
ζ
m
w
m
堪
齢
制
密

機
滋
し
ま
す
。
ζ
と
し
の
予
時
出

澗
地
約
は
、
市
W

踊
ぬ
締
拠
出
曲
目
列
な
ど
の

火
災
惜
別
泳
、
品
W
Z
J
ど
も
の
火
滋

び
に
よ
る
火
災
出
抑
止
、
①
事
業

諸
問
な
ど
の
火
災
紛
氏
、
以
上
三

つ
に
議
点
者
お
い
℃
お
乙
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
行
総
コ
ン

ロ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火

災
は
年
々
ふ
え
て
い
ま
す
。
ζ

の
火
災
市
町
大
半
ば
取
ち
扱
い
の

不
仲
民
総
に
よ
る
も
の
で
、
家
族

会
開
斜
け
か
陥
問
問
問
方
法
を
よ
く
知
る

と
と
な
ど
が
に
い
せ
つ
な
と
と

で
す
。子
ど
も
の
火
淡
び
に
よ
る
火

像
絞
め
行
政
に
つ
い
て
、
不

明
ナ
や
不
開
問
者
も
っ
て
い
る
人
迭

の
た
め
に
、
刊
行
絞
静
岡
選
{
だ
で
は

〈寵m総務ポンプ擦波大会にはおの分留が参加〕

そ
市
削
茂
組
問

の
受
付
と
削
貯
淡
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
行
政
訴
白
僚
の
交
付
は
行

後
登
山
祭
烏
(
1
T
淡
市
総
校
一
一
…
ノ

ナ
…
ノ
一
一
一
、
積
約
(
出
札
一
〉
九

スザ札一

1
一
一
)
と
各
市
防
お
に

綴
仲
間
し
て
い
る
行
政
総
数
嫌
が

お
ζ
々
っ
て
い
ま
す
。

総
孫
子
紛
で
は
渡
辺
重
さ
ん

〈
弁
談
会
、
後
孫
子
一
一
二
一
一
七

番
慾
〉
が
お
油
以
後
腕
同
料
相
談
員
に

な
っ
て
い
ま
す
。
州
問
柑
棋
は
録
調
増

田
叫
開
曜
日
由
民
場
で
焚
け
て
お
ち
ま

す
。
強
談
陀
応
ず
る
出
口
胸
部
は
次

ぬ
と
お
り
で
す
。

m
w
終
可
、
認
巧
む
問
問
地
地
と
点
的
っ

せ
ん
。

出W
蜘
麟
拙
捕
の
移
媛
、
転
出
畑
、
措
置
割
問

会ま

災
時
間
ゑ
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
'
チ

ラ
イ
タ
ー
な
ど
幼
児
の
僚
の
と

ど
か
な
い
場
所
仰
い
係
附
随
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
e

繁
栄
所
な
ど
の
火
災
総
A

認に

つ
い
て
は
、
時
間
火
時
間
護
者
は
も

ち
ろ
ん
の
と
と
、
と
れ
に
か
わ

る
紡
火
炎
絞
殺
を
選
任
す
る
な

ど
し
て
、
務
総
滋
の
妨
火
体
斜

を
出
預
金
ん
に
す
る
ζ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
e

ゑ
つ

ω滋
点
的
問
な
と

と
の
ほ
か
次
の
よ
う
な
と
と
も

実
施
し
ま
す
。

①
消
防
岡
市
設
世
間
〈
消
火
殺
融
問
、

避
緩
殺
除
問
、
融
替
制
報
抽
紙
織
な
ど
〉

の
叩
ぶ
し
い
協
鰹
持
対
皆
同
期
聴
者
す
る
た

ぬ
、
と
の
機
会
に
点
検
を
お
ζ

沿
い
、
火
災
の
と
き
円
滑
な
時
期

、
さ
が
僚
た
れ
る
よ
う
に
し
て
お

e
 

r
、

な
ど
お
開
閉
鎖

品W
鴻
胤
前
開
制
時
金
、
恩
給
の
受
給
関
開

制閥、③公
共
蜘
胤
判
械
の
滋
篠
田
悦
遂
、

@
炎
遂
、
以
以
後
側
関
掛
端
2

@
社
会
一
磁
後
間
関
係
、

苦
情
m
w
同
相
談
は
本
人
が
口
頭

で
出
申
し
山
両
る
だ
け
で
、
特
別
な

簿
類
な
ど
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た

綴
枝
問
は
無
料
で
お
ζ
な
い
、
問

機
に
つ
い
て
は
秘
密
久
管
内
す
き
ま

す。
行
政
側
刺
殺
制
酔
拍
試
の
官
事
捌
闘
の
一

つ
と
し
て
次
の
よ
う
怠
ζ
と
が

あ
き
ま
す
a

ハ
出
甲
山
闘
の
鋭
機
U

す
き
ん
(
代

表
)
は
日
副
総
数
品
開
校
の
工
準
人

炎
と
し
て
帥
闘
い
↑
い
が
、
ヱ
樹
唱
の

が
途
か
ら
貿
A
胤
か
支
払
わ
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
a
後
路
間
民

間
闘
っ
て
し
ま
う
の
で
一
発
一
一
一
支
払

い
脅
求
め
た
が
-
ぎ
を
左
右
に
し

m
w
危
険
間
的
関
綴
執
棋
の
事
故
防
止
の

た
鈴
、
と
れ
ち
施
設
に
対
し
て

は
時
的
令
、
条
例
の
廿
描
準
を
守
る

よ
う
に
鰍
く
対
導
し
、
品
陥
鉄
駒
田

に
よ
る
災
燃
の
防
止
と
災
婆
け
か

発
伎
し
で
も
、
と
れ
を
は
棋
…
少
限

度

κく
い
と
め
る
よ
う
働
制
蹴
障
を

識
す
る
。

そ
ろ
そ
ろ
火
災
シ
1
ズ

ν

〆
乙
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
.
い
よ
い
よ

む
い
ら
の
か
せ
害
時
し

ゑ

国
保
殺
は
納
期
ま
で
に

み
ん
な
が
助
け
合
う
気
持
で

理
由
民
砦
保
険
と
な
り
、
余
関
ま
す
。

の
問
問
問
問
は
必
ず
何
ら
か
の
際
機
白
日
効
率
で
も
ガ
ソ
リ
ン
が
切

然
防
闘
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
れ
る
と
動
か
な
く
な
り
、
ま
と

ま
ず
。
そ
の
う
ち
最
も
吹
か
多
織
も
減
が
切
れ
る
と
総
務
が
に

く
、
余
儀
災
の
紛
密
封
聞
を
し
め
ぷ
く
紋
h
，
ま
す
。

る
制
闘
附
州
紬
慨
市
販
制
開
時
間
が
一
番
大
き
と
れ
と
附
閉
じ
よ
う
に
わ
た
く

な
ウ
エ
イ
ト
を
お
め
て
い
る
わ
し
た
ら
の
奴
制
問
機
康
採
時
間
も
、

げ
で
す
が
、
ζ
の
寝
袋
を
円
滑
そ
の
録
制
悌
が
乏
し
く
な
る
と
同
開

花
渓
殺
し
て
い
ね
〈
た
め
花
は
、
信
執
が
う
ま
く
ゆ
か
な
く
必
っ
て

侭
と
い
っ
て
色
、
そ
の
叫
開
放
が
し
ま
い
ま
い
ま
す
。

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
奇
綴
っ
て
い
自
分
は
紛
気
に
な
っ
た
と
と

i穏吉t40~ 1O月 31 民議室:
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消
防
ポ
ン
プ
換
法
大
食
品
同
十

月
‘
日
十
六
日
我
孫
子
糸
学
校
品
伏

線
で
開
閉
凶
員
約
三
百
名
M
V
#
幹
線
し

ず
、
午
前
九
終
か
ち
お
こ
な
わ
れ

E
f
z
 

旬
、

c
t
f
湾
拠
線
級
力
ポ
ン
ヅ
の
部
で
十

問
問
分
同
開
〈
ふ
尚
一
ど
が
、
自
動
車

の
郊
で
は
十
双
分
間
(
中
膿
む

が
そ
れ
ぞ
れ
緩
険
し
ま
し
た
。

ζ
の
ポ
ン
プ
綴
快
眠
ふ
人
会
同
鳩
山
蜂

年
お
乙
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で

火
災
を
怨
定
し
て
、
出
悦
阪
の
火

災
と
綱
同
じ
指
掠
w
h
録
作
を
お
ζ
な

い
、
そ
れ
を
い
ろ
い
ろ
な
品
川
肢

か
ち
篠
山
制
し
て
、
得
点
に
よ
h
ソ

畿
中
角
者
淡
め
ま
す
。

時
叫
榔
酬
は
次
の
と
お
ち
で
す
。

軍
将
級
品
則
カ
ポ
ン
ブ
m
w
蕊

一
位
晴
朗
十
間
関
分
間
関
(
袋
一
戸
〉

二
位
第
十
一
分
問
問
〈
前
市
線
上
一
v

一
一
一
位
第
一
一
一
分
間
関
〈
然
偽
〉

軍
内
自
動
一
阜
の
懇

一
俊
第
十
五
分
間
関
門
中
閉
じ

ニ
絞
第
二
分
間
〔
我
総
本
J

〉

な
お
、
参
加
は
可
蜘
眠
時
期
カ
m
w

行
政
上
の
苦
憶
は
相
談
員
へ

相
談
誌
無
料
で
簡
単
に
で
き
る

て
帯
広
打
払
い
に
応
じ
て
も
ら
え
は

み
H
H
t

ふ
れ

ハ州問端掛川
W

批判岡市川

M
労
働
世
話
備
中

隊
翁
淡
に
あ
っ
せ
ん
し
た
品
開

眼
用
、
附
州
問
鴇
よ
与
泌
総
数
A

冊
以
殺
に

対
し
て
支
払
鮫
肌
慨
が
お
と
な
わ

れ
、
申
出
入
剖
升
九
点
制
分
の
米
払

賃
金
十
八
万
七
千
m
A
m
が
官
民
払

わ
れ
終
決
し
た
。

青
年
館
を
中
持
へ
建
設

完
成
山
同
一
一
月
巾
仰
の
予
定

防
で
は
が
航
時
一
一
向
一
一
一
九
答
品
地

〈
法
制
胤
，
奴
脈
問
〉
氏
資
材
仲
帥
聞
を
建

設
し
ま
す
。

ζ
の
中
有
線
胎
崩
は
中
市
総
本
紫
紺
陣

て
蕊
五
十
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル

(
約
四
十
六
坪
〉
で
、
大
会
議

媛
、
小
会
議
室
、
師
陣
懇
談
、
協
倒

閣
明
人
索
、
大
料
調
理
室
な
ど
が
み

り
ま
す
。
ヱ
務
絞
殺
入
品
特
げ
い
は
七
社
が

集
ま
ち
、
入
制
柏
市
W

持
制
闘
用
我
鈴
子

工
務
屈
が
ヱ
ヤ
射
を
お
ζ
な
う
ζ

と
に
な
h
J
ま
し
た
。

工
事
交
は
約
一
一
一
向
八
十
万
削
悶

で
宛
成
は
一
一
月
中
旬
の
予
絞
で

令
3
0

)

人

人

人

入

計
四
開
お
M
M
m叩

(

2

2

 

端

的

バ
M
N
山
円
山
円
山
問
問

毅

G
2
m
山
口
刷
出
総

門付人
制
削
川
帆
M
M
川
山
は

の

り

4

1
刊

M

9

阿

佐

℃

入

山

川

主

税後

銭

入
山
山

山
山
死
部
執
都
制
緩
絞

揮
需
産
自
問
愛
用
の

輝

総

務

を

募

採

チ
桝
蛾
燥
で
は
回
帰
内
曲
楠
四
月
間
抗
措
地

お
よ
び
附
附
由
閉
口
附
普
及
愛
問
問
調
時
叫
蹴

の
際
紛
れ
信
次
の
と
お
ち
募
集
し

て
い
ま
す
a
m
w
内
容
は
ζ
m
u
連

動
の
抑
制
殺
を
滋
幾
何
い
表
潔
し
た

も
の
、
お
庁
向
樹
齢
時
同
叫
人
一
点
、

@
m
m
杭
棋
は
ハ
ガ
キ
者
際
瓶
、
③

十
二
汚
十
円
日
ま
で

κ隊
創
間
不
労

務
務
担
問
爽
認
で
@
入
潮
崎
二
封
結

後
陀
仲
間
悶
点

氷室重縁重量でd<撚広務
水道布教のため地下水語調査証F障さく空宇ヱ家
をおζなっています。 ζれは観測井と言童数

井の二本で約芸品母メ円トル掘り下げます。

場所は秘書草地昔話です。
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め
る
の
が
少
し
絞
く
れ
て
も
か

ま
わ
な
い
、
…
な
ど
と
思
わ
ず
に

鎗
掛
棋
の
人
遂
の
殺
せ
の
た
め
、

お
友
い
に
た
す
け
A
M
い
ま
し
ょ

、巧

ape
松
下
さ
ん
統
計
綴

盗
で
熊
功
労
賞

が
あ
っ
た
の
で
、
十
吋
滋

問
、
附
府
知
事
か
ち
議
時
持
労
災
を

授
け
ま
し
た
。
統
計
の
功
労
に

よ
っ
て
線
下
で
表
彰
を
受
け
に

人
は
こ
と
し
六
名
で
、
前
叫
で
は

川
一
人
時
制
で
す
e

身
体
脇
陣
答
者
に
関

す
る
山
崎
悶
相
談

身
体
隊
諜
設
に
側
関
ゆ
9
る加地問問

松
談
を
十
一
一
月
八
時
H

午
約
十
脇
吋

か
ら
午
後
三
時
吋
ま
で
務
係
予
防

役
場
一
一
縫
会
議
案
で
お
ζ
な
い

場
供
十
三
ζ
れ
は
身
体
障
害
に
側
聞
す
る

す
べ
て
の
岨
相
談
を
受
け
る
ζ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
同

捕
制
緩
同
州
の
総
入
お
よ
び
鯵
怒
あ

っ
せ
ん
。
腕
納
骨
燃
側
制
緩
縮
問
、
身
体

障
害
者
絞
終
的
締
結
棋
な
ど
の
総
会

以
上
の
よ
う
は
と
と
に
つ
い

て
担
相
談
し
た
い
方
は
、
社
会
総

ま
た
は
近
く
の
民
銃
後
燃
に
述

絡
し
て
く
だ
さ
い
。



( 2 ) 

署務M
X
 

4
噌
勿
e
一間'
組
制

時
措
時
間
、
稲
山
棚
、
総
与
の
C
相

談
以
臨
時
期
関
税
約
制
副
作
悦
を
ご
羽
川

く
だ
さ
い
a

枚
一
一
回
税
務
署
広
は
昨
同
級
，
税
制
引

談
宮
が
お
ち
ま
す
。

ιの
制
相
談

官
は
、
一
綾
に
む
ず
か
し
い
と

い
わ
れ
℃
い
る
静
岡
渡
所
得
税
、

相
続
な
ど
に
資
産
税
相
談
官
者

あ
な
た
の
身
に
な
っ
て
棺
談
を
受
け
る
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担
相
続
税
、
醐
附
与
税
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
の
身

κ々
っ
て
と
相

殺
の
約
半
ず
と
な
り
、
叫
制
送
も
出
叩

し
い
ん
ば
り
て
、
税
金
に
対
す
る
不

安
が
な
く
な
る
よ
う
に
し
ま
す

板
談
波
紋
、
次
m
w
ζ

と
告
守

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
資
総
説

一
所
得
裂
な
ど
「
振
替
納
税
」

指
定
金
滋
機
関
か
ら
段
跳
則
的
に
約
付

所
得
税
や
法
人
税
在
、
手
数

と
時
間
聞
の
か
か
ち
な
い
コ
絞
悼
常

務
税
」
で
絞
め
る
ζ

と
が
で
き

ま
ず
か
ら
C
籾
燃
に
な
っ
て
く

ど
き
い
。

後
務
総
務
と
は
次
の
よ
う
は

も
の
で
ず
a

税
金
の
級
制
開
花
な

る
と
、
制
悌
縁
側
調
は
抽
納
付
識
を
、

あ
な
た
の
懇
廷
し
た
金
数
後
燃

に
滋
付
じ
、
金
持
闘
機
関
は
、
み

な
た
に
代
っ
て
幾
絞

ω綴
念
日
日

報
緩
か
ら
向
間
紛
糾
問
げ
い
仙
制
付
し
、
被

制
帆
材
紙
帯
慨
脅
あ
な
た
に
送
付
す
る

汐
仲
間
で
す
。

ζ

の
制
制
度
を
利
回
mし
ま
す
と

抽
刺
殺
の
た
め
わ
ざ
わ
が
緩
行
や

税
務
騨
明
氏
以
糾
向
附
い
た
ち
、
楠
抑
制
崩

w
h
細
川
脅
凝
っ
た
り
す
る
抽
抑
制
鶴
市
W

び議事広

わ
ず
ら
わ
し
さ
が
解
消
さ
れ
ま

す
の
で
、
謝
問
地
党
の
い
そ
が
し
い

方
、
制
向
田
畑
、
旅
行
な
ど
で
不
在

が
ら
の
方
な
ど
に
は
、
便
利
な

総
綴
方
法
で
す
。

部
職
警
納
税
の
で
き
る
綴
余
は

①
由
申
告
諸
問
得
制
偶
然
二
期
分
と
第

二
期
分
、
め
法
人
税
出
申
告
分
の

紙
紛
糾
偶
綴

取
込
み
手
続
き
は
、
門
H
w
m
附撚

努
依
頼
書
、
級
品
開
榊
狩
川
時
川
判
的
肌
拙
戦

奮
を
金
叫
刷
機
間
関
ま
た
は
税
務
署

に
摘
際
線
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
ζ

と
に
つ
い
て
は

制
松
戸
税
務
署
〈
俗
務
総
一
と
ハ
ニ

局
二
一
一
一
一
六
滋
〉
へ
お
閥
問
い
合

わ
せ
く
ど
き
い
。

に
間
関
す
る
ζ

と
は
な
ん
で
も
気

終
に
と
新
淡
く
ど
き
い
。

m
w
淵
閥
復
令
お
と
な
い
ま
せ
ん
。

ゆ
み
な
き
ま
か
ら
お
機
一
、
き
し
た

ζ
と
を
調
官
立
に
制
判
的
し
設
ぜ
ん

十
二
月
九
段
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
明
、
綴
ヱ
会
館
で
出
張

緩
糊
酬
を
う
け
ま
す
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為
て
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付
u
一
広
域
に
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住
所
の
表
示
な
ど

を
は
っ
き
り
と

み
な
た
の
と
に
ろ
へ
は
滋
使

紛
や
柿
民
総
か
ら
の
寸
〈
設
な
ど
関

滋
い
は
く
続
い
て
い
る
で
し
ょ

場
-
-
告
所
得
税
第

二

織

分

の

納

期

十
一
月
山
同
政
止
軒
続
得
税
第
二

側
側
分
の
仙
抑
制
問
で
し
た
。
十
一
月

三
十
日
ま
で
に
近
く
の
銭
円
行
、

郵
便
局
ま
に
は
激
的
抑
制
鴇
へ
絡
め

て
い
た
ど
け
た
明
、
し
よ
う
か
。

十
一
同
月
也
氏
、
日
ま
で
の
終
郊
に

お
く
れ
ま
す
と
、
十
一
…
均
一
お

か
ら
延
滞
滋
が
余
分
に
か
か
ち

ま
ず
か
ら
、
な
る
べ
く
単
く
約

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

う
か
α

次
ぬ
よ
う
な
と
と
に
注

綴
し
て
あ
な
た
の
伎
術
的
、
仲
間
騰

を
は
っ
き
与
吉
せ
ま
し
ょ
う
。

①
一
戸
口
や
符
な
ど
箆
や
す
い
と

と
ろ
に
綴
副
都
な
も
の
で
も
よ
い

か
ら
名
私
を
つ
け
ま
し
ょ
う
n
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同問ね
ら
れ
て
銭
財
閥
し
ま
し
た
が
、

会
殺
の
方
で
は
、
従
業
員
が
就

滋
湾
側
同
後
、
時
四
手
w
比
率
吾
持
ち

出
し
て
事
故
を
担
胞
と
し
た
の
に

か
ら
、
会
社
応
策
絞
N
U
h
弘
い
と

い
い
立
す
。
そ
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。

品
事
商
出
世
議
員
が
起
と
し
た
お
動

議
事
故
に
つ
い
て
、
附
胸
中
市
ふ
が
ど

の
よ
う
な
機
会
に
淡
伐
を
負
う

か
は
、
か
な
ち
か
ず
か
し
い
筒

綴
で
す
。
朕
則
的
化
法
、
そ
の

渡
部
執
が
広
い
議
出
陣
で
ぱ
純
計
ふ
の
た

め
に
役
さ
れ
て
い
る
級
会
託
生

じ
た
第
殺
に
つ
語
、
緩
遂
げ
い
賓

任
が
み
る
と
い
う
ζ

と
に
な
き

ま
す
が
、
禁
制
判
所
は
、
被
噛
祢
殺

の
保
護
の
た
め
懸
命
ん
の
欄
阿
川
町
を

た
と
開
問
き
ま
し

ち
、
絡
協
制
緩
訟
で
あ
っ
て
、
静
慌
た
。

ζ

の
よ
う
な
縫
合
で
も
、
波
宮
音
響
が
相
刷
機
総
出
W

誠組成八を内札

業
隣
同
は
も
づ
ば
ら
お
分
の
た
め
摘
問
機
利
滅
的
臥
告
求
め
る
ζ

と
が
で
鮮
総
し
設
く
と
も
、
知
期
害
者
の
方

だ
け
に
議
日
制
し
て
い
た
場
ム
は
で
き
ま
す
か
。
で
期
期
日
戦
w
仏
側
聞
し
て
注
帯
都
を
お
ら

も
、
鵠
村
出
加
の
事
務
が
な
い
か
い
さ
答
被
害
者
削
聞
に
送
車
八
が
み
の
巾
な
か
っ
た
と
と
、
被
努
お
ま
に

ち
雇
主
に
資
保
が
あ
る
と
し
て
で
も
、
知
期
市
直
前
夜
に
滋
災
が
あ
る
は
第
三
者
に
紋
慾
滋
災
け
か
み
つ

い
ま
す
e

し
た
が
っ
て
、
質
問
間
以
上
、
た
と
え
そ
れ
が
縫
い
遜
に
と
と
、
内
総
動
燃
に
欠
陥
闘
が
な

l

f

e

h

つ
に
ζ

と、

ζ

の
三
つ
を
会

就

業

時

間

後

の

従

紋

綾

子

制

し

な

い

か

ぎ

与

、

警

業

員

の

交

通

事

故

時

一

日

投

持

守

立

以

話
会
社

κも
策
筏
が
あ
る

uu

交
質
務
地
鳴
制
問
に
滋
炎
が
み
っ
た
と
き

の
機
会
も
会
社
に
室
頁
径
が
あ
る
然
消
、
る
っ
て
も
、
知
加
盟
胃
袋
は
佐
山
休
、
裁
判
所
が
賠
償
綴
を
父
め

と
添
わ
れ
ま
す
。
じ
た
摘
摂
出
曹
の
賠
償
を
し
な
け
れ
る
と
き
、

ζ
れ
を
湾
綴
ず
る
と

間
交
遜
導
役
明
、
低
料
開
閉
し
ま
し
ぱ
な
ち
ま
せ
ん
。

ζ
m
w
滋
災
は
と
が
で
き
ま
す
。
に
と
え
ば
後

た
が
、
脱
税
絞
め
命
線
べ
で
は
、
後
拙
制
緩
設
の
方
勺
立
託
す
る
と
と
出
務
総
は
溜
方
向
で
あ
る
が
、
被

努
翁
℃
あ
る
相
執
の
万
が
過
失
の
に
な
り
ま
す
告
し
か
し
、
事
絞
殺
畿
の
拭
期
総
〈
い
か
犬
、
き
い
か
ら
脱
抑

制
樹
皮
は
大
き
い
と
い
う
と
と
を
総

ιし
た
率
が
経
由
同
時
間
中
期
円
以
後
綴
は
亙
十
万
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で
よ
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と
い
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一
…
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首
長
閥
脳
同
時
と
と
托

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

お
ζ

な
わ
れ
ま
し
た

中八ん制作いは
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ク
十
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、
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十
間
関
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十
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勢
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双
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緩
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に
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ζ
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の
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け
は
、
緩
和
三
十
六
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市
十
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月
一
日

κ淡
抑
執
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樹
氏
中
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す
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と
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と
に
な
h
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、
限
移
一
二
十
六
川
時
十
二
一

月
分
か
ら
軍
人
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絡
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泌
氏
泌
♂
川
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却
を
受
け
る
ま
判
、
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閉
げ
い
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二
省
悶
台
中
山
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化
問
停
険
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滋
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す
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と
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ザ
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ま
す
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二
回
出
合
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お
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な
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ま
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の
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合
同
同
総
帥
相
時
間
が
改
正
さ
一
時
同
軍
特
附
激
務
、
{
蜘
開
uumm和
四
十

お
い
る
州
削
の
納
品
耕
三
十
六
年
四
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時
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開
昭
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分
か
ち
九
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分
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十
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れ
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一
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後
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す
。
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市
町
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農
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し
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榊
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。

V
A
ブ
ロ
ツ
h
J

O
品
忠
利
斜
線
機
材
料

。
備
制
緩
災

。
打
撃
波
一
位
二
役
…一一的悦

木
村
則
的
失

策
問
調
録
制
払

雑
抑
丹
後
出
ぬ

ふ
納
付
故
人

小

林

援

噛

vn劫
ヅ
判
例
ツ
空

。
一
絞
世
間
酷
時
勲
賞
中
島
例
制
小

。

敢

闘

開

災

一

終

必

然

。
打
師
事
付
純
一
役
務
井
隆
炎

刊
一
的
世
千
浜
拍
w
一

一
一
一
俊
市
中
島
川
車

内
写
真
上
、

A
プ

n
ッ
ヲ
後
悩
抑

mw
臼
立
制
綿
織
u

研
究
科
nn本
創
刊
誌
に
は
お
校
時
中

暗
黒
以
上
、
…
カ
将

軍
数
割
問
柑
尚
樹
掛
…
綬
教
義
、
臨
諮

銭
授
侃
問
、
農
業
教
幹
位
、
師
同
然
淡

由
民
普
及
事
業
、
中
一
期
賜
樹
内
湖
悶
な
ど

V
材
紙
紫
、
入
品
ナ
臨
時
的
約
六
千
内
納

入
、
そ
の
鈎
綴
同
月
約
五
千
五
百

附
内
紛
入

甲
骨
骨
幾
人
目
見
本
務
日
夜
ニ
十

名
、
研
究
開
杵
anニ
十
翁

亨
そ
の
的
問
、
由
同
制
欄
手
掛
脚
き
な
ど

く
わ
し
い
ζ

と
に
つ
い
て
は
、

学
関
附
在
地
へ
お
組
問
い
合
わ
せ

く
a
た
き
い
。

議
援
と
検
診

次
の
と
お
り
種
複
を
わ
担
ζ
な

い
ま
す
。

す
該
当
者
側
踊
狗
問
問
ト
線
二
世
月

一
日
か
ら
総
線
開
間
十
年
八
月
三

十
一
院
ま
明
、
mw
災
生
児
。

曹
待
問
問
午
後
二
臨
時
か
ら
午
後

三
時
吋
ま
で

亨
制
料
金
終
判
例

亨
そ
の
拙
禍
胤
時
子
手
相
棋
と
相
関
入

湘
嶋
向
刈
噛
併
を
と
持
参
く
.
た
さ
い
e

俊
民
相
談
窓
開
く

仲
世
田
内
相
相
談
室
を
次
の
と
お
り

憾
き
ま
す
か
ら
C
線
開
問
く
ど
き

干
潟
臨
時
十
二
月
一
日
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、

曹
場
所
醐
朗
持
品
象
的

務
掃
作
幾
鶴
岡
募
集

端
機
側
部
作
業
員
を
次
の
と
お
り

饗
怒
し
て
い
ま
す
。
務
内
端
容
は

岡
胆
涯
最
官
持
参
の
う
え
総
務
鎌
滋

同
貝
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
樹
鮮
側
般
人
災
二
名

wv応
募
資
総
十
八
才
以
上
級

十
才
宋
潟
の
園
出
子

軍
待
遇
総
与
そ
の
拍
閣
は
磁
談

の
う
え
決
め
ま
す
。
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